
2023
.

06 . 29
.

⑨ 平圴均 , 分散 。標準偏差

データ x= ( x, x2 ,
" , xn )

.

x . = ゃ言 x : = ix. txzt … ← xn.

デー タ x の平均 つ

S
2

: = 衣、(xi -xp
c

(ュ( x.-5) t( x 2 - x
)

← … + (xn - xJ
2

)
(デタ x の 分散)不偏、標本)(

S =5
x デンタ xの標準偏差 )(

例 デー タ x = ( 3
,
3
,
4
,
5
,
5
,
5 ) について

x ,Sx ,Sx を求 めよ

x = 3 + 3 ÷ 4+5+ 5t) / 6= 25164 .16…

÷ 4 . 1

e



xi x- )x (x-x )
で

ー 、1 1 . 21

! い
、 1 に 2 1袤 い. O . 1 0

.

01

0 .9 0 .81

is 0 .81

5 in ……
……

… Ʃ !2 s 4 .
86

Sx = / 5 = 0
.9724.

80 ÷ 1
.
0

Sx == 1.010 H

⑨ 標本空間 。 事象

実験の σ … 測定や観測 のプロセスのこと

。 試行 … 実験をし 回実行 すること
…

σ 結果 … 試行 から得 られるデタのこと

。 標本空間 実験 のすべての 実現可能な 結果の集合δ…

。 事象 … S の 部分集合 のこと



例実験、 : サイコロ 投 げ ( ^ コ )1 回 の上

s = { 1 ,
2
,
3

,
4

,
5 . 6 }標本空間 :

事象 : A = { 1 .
3

,
5 } CS ( 奇数 の 目 )

B = { 3 } cS ( 3 の 目 が出 る )

例 。
2 実験 : 2 枚のコインを 同時 に投 げる

土

π = H . 裏 =

T とかく

標本空間 : S = { ( H ,
4 ) , ( H , T )

,
(T , T ) }

"

(T
,
4 )

事象 : A = { (4 , 4 ) } c S ( 表 のみ 出 る
⑨ 事象 の 和 と 積

,
余事象

事象 A
,
BC S に 対 (てS : 標本空間

、

A と B α 和AUB⇒:
. A とB の 積 ANB:⇒

A C B 2 反排 であるA ～ B = $ ( 空集合 )。

。 A の 余事象 AC -<⇒ A ^Ac = 4 か AUAC = S
を満たす S の 部分集合 AC のこと

* ?⇒
"

はな側 を右いで定義 するということ



例工を 考 える。事象A = { 1 , 3 ,
54

,
B = { 6 } CS

について
…

( ) A と B の 和 AUB = { 1 , 3 , 5. 63 cS
(2 ) AC B の 積 An B = ゆ

↑ これは A と B は 反排

( 3 ) の 宗事象A と B であることをイ 仁 する

AC = { 2 , 4, 6 } ,Bc = {
1
,

2

.
3
.

4
. 53

⑪ 確率

Def
. (確率 ) (すべて )

標本空間 S が与 えられたとき ,
S σ の事象 ACS任意 σ

に 対 して 以下 の (( ) ～( 3 ) を満たすような実 PCAJ
公理( )

が対応 するこのときPCA1 E A の 確率という
( 1 ) 任意 の 事象 ACS に 対 して

O ≡ P (A ) ≤ 1
.

( 2 ) PCS ) = 1

(3 ) 互 い= 反排 な事象 A
, BCS (ANB = x )

コ δして

PCAU B ] = PCA) ← PCB)

H



例上 の 場合

事象 ACS 1=対 12 # AA の要素の個( )
とする

PCA ) ⇒ 兼 とすれ ∂ " ( ) ～( ろ )を満す αで 確率
。

A = {2 .4 . 6 }cS (偶故 の 目 が出る !

PCA] = 8 = 0 .
5 : OSPCA ) ≤ 1

S =31 , 2 ,
3

,
4

.

5
.

6 }

PCS ) = 8 = l
.

A = { I } ,
B
= { 2 }CS c 33.

AUBP( ) == β = ☆
ほた ∂ 2が 出 る 確率 入
PCA ) = π , PCB ) = E → P( A ) + PCB ) =

。 A = { 2 ,
3 }

,
B = { 3 }

,

A 0 B = { 2 .
3 }

PCAO B ) = = ③ 二
PCA ) ← PCB ] = A←π B=

2 ( 3 1

.

t = =

8 E E Ʃ


